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 敷地の特徴を踏まえ,津波防護上特に重要と考えられる事項に着目し,新規制基準の要求事項への適合性について設置許可基準規則及び解釈,基準津波及び耐津波設計方針に係る審
査ガイドの要求事項に照らし合わせて,検討すべき事項を抽出し,適合のための対応方針について整理した。 

 以下に抽出された検討事項の概要,以降に抽出された事項毎の対応方針を示す。また，別添に要求事項に対する適合のための対応状況を示す。 

【新規制基準への適合のための検討事項の抽出】 

基準津波及び耐津波設計に係る審査ガイド 要求事項(概要) 検討事項 参照頁 

3   基本事
項 

5   施設・
設備の
設計・
評価の
方針及
び条件 

3.1 敷地及び敷地周辺における地形及び施設の配置等 

3.2 基準津波による敷地周辺の遡上・浸水域 

4.1 敷地の特性に応じた津波防護の基本方針 

4.2 敷地への浸水防止（外郭防護１） 

 4.2.1 遡上波の地上部からの到達・流入防止 

4.3 漏水による重要な安全機能への影響防止（外郭防護２） 

4.5 水位変動に伴う取水性低下による重要な安全機能への 
      影響防止 

5.1  津波防護施設の設計 

5.2  浸水防止設備の設計 

5.3  津波監視設備の設計 

5.4  施設・設備等の設計・評価に係る検討事項 

 5.4.2 漂流物による波及的影響の検討 

 5.4.1 津波防護施設、浸水防止設備等の設計における 
          検討事項 

 5.4.3 津波影響軽減施設・設備の扱い 

4.5.1 非常用海水冷却系の取水性 

 4.5.2 津波の二次的な影響による非常用海水冷却系の 
         機能保持確認 

4.6 津波監視 

：防波壁，流路縮小工等の 
  構造成立性に係る事項 

：非常用海水冷却系の取水性に係る事項 

新規制基準への適合のための対応方針(1/18) 

●基準津波による遡上波の地上部からの到達， 
  流入防止（防波壁の設置） 

6 漂流物調査範囲の妥当性
（論点６） 

5 重要な安全機能を有する施設 
  に対する浸水影響（論点５） 

：重要な安全機能を有する施設に係る事項 

●防波壁端部地山の位置付け，健全性確保 
2 津波防護の障壁となる地山の 
  扱い（論点2） 

1 入力津波の設定プロセス及び 
  結果の妥当性（論点7) 

p.2,3 

p.2~7 

p.12,13 

p.14,15 

●荷重の組合せ，荷重の設定（余震荷重，液
状化影響等の考慮），許容限界（構造物の十
分な変形能力の確保） 

●津波荷重の不確かさの考慮 

●余震荷重の設定，余震荷重の組合せ 

●許容限界 

●防波壁の種類，施設ごとの構造形式，形状 

●基準津波による取水路・放水路等の経路か  
  らの流入防止（1号炉流路縮小工等の設
置） 

3 防波壁の構造成立性 
 （論点3,4) 
(1)防波壁の種類，構造形式及   
   び形状 
(2)液状化検討対象層への対応 
(3)止水目地部等の止水 
(4)防波壁の設計条件（荷重の 
   設定,組合せ,許容限界） 

p.8~10 
   16~18 

4 流路縮小工等の構造成立性， 
  影響評価（論点1) 

p.8,9,11 

●入力津波の設定における考慮すべき不確かさ
要因の設定 

●漂流物に対する取水口，取水路の通水性 
 確保 

 3.2.2 地震・津波による地形等の変化に係る評価 

：入力津波の設定に係る事項 

 3.2.1 敷地周辺の遡上・浸水域の評価 

3.3 入力津波の設定 

3.4 津波防護方針の審査にあたっての考慮事項（水位変動、
地殻変動）  

4   津波防
護方針 

●重要な安全機能を有する施設の浸水評価 

 4.2.2 取水路、放水路等の経路からの津波の流入防止 

4.4 重要な安全機能を有する施設の隔離（内郭防護） 
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新規制基準への適合のための対応方針(2/18) 

【新規制基準への適合のための対応方針概要（1／17）】 
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新規制基準への適合のための対応方針(3/18) 

【新規制基準への適合のための対応方針概要（2／17）】 
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新規制基準への適合のための対応方針(4/18) 

【新規制基準への適合のための対応方針概要（3／17）】 
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新規制基準への適合のための対応方針(5/18) 

【新規制基準への適合のための対応方針概要（4／17）】 
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新規制基準への適合のための対応方針(6/18) 

【新規制基準への適合のための対応方針概要（5／17）】 
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新規制基準への適合のための対応方針(7/18) 

【新規制基準への適合のための対応方針概要（6／17）】 
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新規制基準への適合のための対応方針(8/18) 

【新規制基準への適合のための対応方針概要（7／17）】 
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新規制基準への適合のための対応方針(9/18) 

【新規制基準への適合のための対応方針概要（8／17）】 
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新規制基準への適合のための対応方針(10/18) 

【新規制基準への適合のための対応方針概要（9／17）】 
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新規制基準への適合のための対応方針(11/18) 

【新規制基準への適合のための対応方針概要（10／17）】 
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新規制基準への適合のための対応方針(12/18) 

【新規制基準への適合のための対応方針概要（11／17）】 
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新規制基準への適合のための対応方針(13/18) 

【新規制基準への適合のための対応方針概要（12／17）】 
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新規制基準への適合のための対応方針(14/18) 

【新規制基準への適合のための対応方針概要（13／17）】 
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新規制基準への適合のための対応方針(15/18) 

【新規制基準への適合のための対応方針概要（14／17）】 
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新規制基準への適合のための対応方針(16/18) 

【新規制基準への適合のための対応方針概要（15／17）】 
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新規制基準への適合のための対応方針(17/18) 

【新規制基準への適合のための対応方針概要（16／17）】 
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新規制基準への適合のための対応方針(18/18) 

【新規制基準への適合のための対応方針概要（17／17）】 
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入力津波の設定における不確かさ要因を以下のとおり網羅的に抽出し，これらの各要因の影
響を検討したうえで，考慮すべき要因を選定するとともに，その根拠を説明する。 

入力津波の設定における影響要因の検討を踏まえた入力津波の設定プロセスを示し，入力
津波の設定結果を網羅的に説明する。 

津波高さ以外 津波高さ 

地震による地形変化 

・斜面崩壊 
・地盤変状 
・防波堤損傷 

潮位変動 地震による地殻変動 

入力津波の設定 入力津波の設定 

・貝付着状態 
・ポンプ稼働状態 

管路状態・通水状態 

・水路内最高水位 
・水路内最低水位 

・遡上域最高水位 
・取水口最低水位 

・朔望平均潮位 
・潮位のばらつき 
・高潮 

基準津波高さ 

流況（流向・流速）の設定 

流況等 

地震による地形変化 

・防波堤損傷 

【別紙１】論点７ 入力津波の設定プロセス及び結果の妥当性 
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地山位置図 

【別紙２】論点２ 津波防護の障壁となる地山の扱い 

敷地はEL.+15.0mの防波壁に取り囲まれており，その両端部は地山に擦り付き，その地山は津波防護上
の障壁となっている。 

このため，当該地山の基準地震動及び基準津波に対する健全性の確保の見通しについて説明する。 

防波壁（EL.+15.0m） 

防波壁(西端部)の地山 

防波壁(東端部)の地山 
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【別紙３】防波壁の構造成立性（種類，構造型式及び形状） 

 防波壁の構造型式は，鉄筋コンクリート壁であり，さらに多重鋼管杭式擁壁，逆Ｔ擁壁及び波返重力擁壁に分類。また，波返重力擁壁
は，改良地盤部と岩盤支持に分類。 

 防波壁は津波荷重や地震荷重に対して，端部も含めて津波防護機能を十分に保持。また，目地部について適切に止水対策を実施。 

多重鋼管杭式
擁壁 

（岩盤支持） 

 

波返重力擁壁
（岩盤支持） 

 

波返重力擁壁 
（改良地盤
部） 
 
 

逆Ｔ擁壁 

（岩盤支持） 

 

EL.＋15.0m 

EL.+15.0m 

防波壁の位置図 

EL.+15.0m 

※１ 防波壁（波返重力擁壁）は，グラウンドアンカーの効果を期待しなくても，耐震・
耐津波安全性を担保している。 

※１ 

※１ 

EL.＋15.0m 

※２ 防波壁（逆T擁壁）は，鋼管杭の効果を期待しなくても，耐震・耐津波安全性
を担保している。 

※２ 

※１ 防波壁（波返重力擁壁）は，グラウンドアンカーの効果を期待しなくても，耐震・
耐津波安全性を担保している。 

防波壁（逆Ｔ擁壁） 

波返重力擁壁（岩盤部）延長約690m

波返重力擁壁
（岩盤部）
延長約30m

逆Ｔ擁壁
延長約320m

多重鋼管杭
式擁壁延長
約430m

波返重力擁壁
（改良地盤部）
延長約40m

輪 谷 湾

Ｎ



22 
【別紙３】防波壁の構造成立性（液状化検討対象層への対応） 

敷地の被覆層 分布図 

 敷地の被覆層の分布状況を右図に示す。被覆層の分布
状況，道路橋示方書及び港湾基準に基づく液状化評価
対象層の抽出結果を踏まえ，保守的に埋戻土（掘削ズ
リ）及び砂礫層を液状化評価対象層として考慮する。 

 液状化試験の結果，地震時の地盤の状態は『繰返し軟
化（サイクリックモビリティ含む）』，若しくは『非液状化』の
判定となるが，砂礫層に加え，試験結果の一部で『非液
状化』となる埋戻土（掘削ズリ）についても液状化強度特
性を設定する。 

 有効応力解析（FLIP）の実施に当たっては，簡易設定
法に基づき設定した液状化強度特性を適用する。 

液状化強度曲線（埋戻土（掘削ズリ）） 液状化評価フロー 

凡例
：調査位置
：埋戻土（掘削ズリ）
：埋戻土（掘削ズリ）+埋戻土（粘性土）
：埋戻土（掘削ズリ）+砂礫層
：埋戻土（掘削ズリ）+埋戻土（粘性土）+砂礫層
：砂礫層
：岩盤に支持される構造物
：岩盤３号炉

２号炉 １号炉

3号炉建設時の敷地造成・埋立範囲

１，２号炉建設時の敷地造成・埋立範囲

液状化強度特性の網羅性，代表性

液状化評価対象層の抽出

液状化試験試料採取位置とその代表性
（液状化試験試料採取位置と周辺調査位置におけるN値・物理特性（細粒分含有率Fc）の比較）

液状化試験結果

液状化強度特性の設定方針
（液状化試験結果に基づく液状化強度特性と簡易設定法（N値・Fc）に基づく液状化強度特性の比較評価）

必要に応じて対策工事

基準地震動Ssに対する液状化試験の妥当性確認

有効応力解析にて構造物評価 液状化影響の評価方針

簡易設定法

  液状化試験結果(不攪乱試料) 
  液状化試験結果(表層採取試料) 
  液状化試験結果 近似曲線(不攪乱試料) 
  液状化試験結果 近似曲線－下限値(不攪乱試料) 
  液状化試験結果 近似曲線(表層採取試料) 
  液状化試験結果 近似曲線－下限値(表層採取試料) 
  簡易設定法による液状化強度曲線 
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【別紙３】防波壁の構造成立性（止水目地部等の止水） 

ゴムジョイント（相対変形：小） 

EL.+15.0m 

止水目地の設置箇所（例）（防波壁断面図（波返重力擁壁）） 

※ 止水目地の設置高さは入力津波高さ（11.9m）に参照する裕度（0.64m）を考慮した高さとした。 

陸側 

GL EL.+6.5m 

EL.+12.6m※ 

海側 

止水目地根入れ部 

止水目地設置箇所 防波壁 

止水目地 概要図 

押え板 

アンカーボルト 

目地 

シートジョイント（相対変形：大） 

目地 

押え板 

アンカーボルト 

1.5m 

2.2m 

3.9m 

 防波壁の施工ブロック間の目地部からの津波の流入を防止するため，止水目地を設置する。なお，防波壁の縦断方向に地形の急変部はない
ことから，隣合う施工ブロック同士の地震時の変形量及び位相は概ね一致するが，保守的に位相が逆向きになったことを考慮して，最大相対
変形量を２倍して算出（絶対値和に保守性を考慮）し，それに応じて決定した仕様を，同一構造型式内のすべての止水目地に採用する。 

 止水目地は，ゴムジョイント又はシートジョイントを採用する。また，遡上する津波波圧に対する耐津波性を有し，入力津波高さを踏まえた設計
とする。  

 ゴムジョイント，シートジョイントは止水性を保持させるため，鋼製部材（押え板，アンカーボルト）で固定する。 
 止水目地の許容変形量，許容水圧及び耐久性は，メーカー規格及び基準を参考に定める。また，施工ブロック間の地震時の相対変形及び

津波波圧に対して，メーカー規格及び基準と比較し，上回る場合は性能試験を実施し，許容限界を再設定する。 
 止水目地の設置位置は，防波壁の陸側とする。防波壁が地震後に変形を生じた場合においても防波壁の部材は厚く，また防波壁縦断方向

の変位（目開き）は小さいことから，陸側に設置することで漂流物が止水目地に直接衝突することによる損傷を防止できる。 
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 防波壁は，地震後及び津波後の再使用性と津波の繰返し作用を考慮し，構造物全体の変形能力に対して十分な裕
度を有するよう設計する。 

荷重 内容 

常時荷重 構造物の自重，土圧 

自然現象による荷重 風荷重，積雪荷重等 

地震荷重 基準地震動Ｓｓを作用させる 

余震荷重 
弾性設計用地震動ＳdーDによる地震動を
考慮する 

津波荷重 

津波荷重（津波波力）を考慮する 
なお，設計用津波波力について，敷地高以
上は朝倉式に基づき算定し，敷地高以深に
ついては谷本式に基づき算定する 

漂流物衝突荷重 
漂流物，荷重算定式について詳細検討を
行ったうえで作用させる 津波時の荷重イメージ図（波返重力擁壁） 

▽EL.+12.6m 

敷地標高▽EL.+6.5m 

▽EL.+15.0m 

静水面▽EL.±0.00m 

海底面▽ 

防波壁 

設計に用いる津波高さ 

敷地高以深 

敷地高以上 

陸→ ←海 

敷地高以上：朝倉式により津波波圧算定 
敷地高以深：谷本式により津波波圧算定 

漂流物衝突荷重 

検討ケース 荷重の組合せ※ 

地震時 常時荷重＋地震荷重 

津波時 
常時荷重＋津波荷重＋漂流物衝突荷重 
（海域活断層から想定される地震による津波においては入力津波高さ以深の防波壁の部位
においても漂流物が衝突するものとして照査を実施する。） 

重畳時 

（津波＋余震時） 

常時荷重＋津波荷重＋余震荷重 
（海域活断層から想定される地震による津波が到達する防波壁（波返重力擁壁）のケー
ソン等については，海域活断層から想定される地震による津波に対する評価を実施する） 

※その他自然現象による荷重（風荷重，積雪荷重等）は設備の設置状況，構造（形状）等の条件を含めて適切に組み合わせを考慮する 

【別紙３】防波壁の構造成立性（防波壁の設計条件） 
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【別紙４】１号炉取水槽流路縮小工，２号炉取水槽防水壁の概要 

1，２号炉取水槽位置図 

２号炉取水槽 1号炉取水槽 

 １号炉取水槽内の津波流入防止対策として，流路縮小工（鋼製
部材）を取水管端部に設置する。 

 ２号炉取水槽除じん機エリア内の津波流入防止対策として，防水
壁及び水密扉を設置する。 

 1号炉取水槽流路縮小工，2号炉取水槽防水壁について，
具体的な設置位置や構造仕様等の設計条件，構造成立性の
見通し及び対応策の効果と悪影響を整理した上で，選定した
対応策の妥当性を説明する。 

１号炉取水槽 縦断図 

２号炉取水槽除じん機エリア防水壁及び水密扉 
断面イメージ図 １号炉取水槽流路縮小工 拡大図 

EL.+1.1m 

EL.+11.3m 
EL.+4.0m 

EL.+8.8m 

EL.+8.5m 

EL.+0.4m 

（北）（南）

鋼製部材
（新設）

取水管

取水槽北側壁

取水管

固定ボルト

縮小板
（開口率５割程度）

（縮小板正面図）

（断面図）

縮小板

固定ボルト

取水管

取付板

１号炉取水槽
（取付板正面図）

固定ボルト
取付板

取水管フランジ

流路縮小工（新設部材）

流路縮小工（既設取水管）
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【別紙５】浸水防護重点化範囲の境界における浸水対策 

 海域と接続する低耐震クラスの機器及び配管への対策 

 海域と接続する低耐震クラスの機器及び配管への対策により，低耐震クラスの機器及び配管の損傷箇所を介した浸水防
護重点化範囲への直接的な津波の流入はない。 

浸水防護重点化範囲内に設置する海域と接続する低耐震クラスの機器及び配管への対策 

（断面図） 

屋外配管ダクト（タービン建物～放水槽）

T

T

廃棄物処理建物より

取水槽

タービン建物

原子炉建物

原子炉建物へ

原子炉建物より

原子炉建物より

Ｃ

放水槽

循環水排水路

T

R

R

R

R

H

J

J

復
水
器

Ｃ

Ｃ

TCW熱交

：海域と接続する低耐震クラスの機器及び配管への対策範囲
：電動弁，逆止弁
：浸水防護重点化範囲
：原子炉補機海水系配管（耐震Ｓクラス）
：高圧炉心スプレイ補機海水系配管（耐震Ｓクラス）
：原子炉補機海水系放水配管（耐震Ｃクラス）
：高圧炉心スプレイ補機海水系放水配管（耐震Ｃクラス）
：タービン補機海水系配管（耐震Ｃクラス）
：循環水系配管（耐震Ｃクラス）（点線部は埋設配管を示す）
：除じん配管（耐震Ｃクラス）
：液体廃棄物処理系配管（耐震Ｃクラス）

R

H

T

C

Ｊ

：原子炉補機海水ポンプ（耐震Ｓクラス）
：高圧炉心スプレイ補機海水ポンプ（耐震Ｓクラス）
：タービン補機海水ポンプ（耐震Ｃクラス）
：循環水ポンプ（耐震Ｃクラス）
：除じんポンプ（耐震Ｃクラス）

，

【凡例】

注) 浸水防護機能を除く耐震クラスを記載

取水槽

除じん機

エリア

取水槽海水

ポンプエリア

取水槽循環水
ポンプエリア

（平面図）

：耐震Ｓクラスとする範囲
：隔離弁（電動弁，逆止弁）
：浸水防護重点化範囲
：原子炉補機海水系配管（耐震Ｓクラス）
：高圧炉心スプレイ補機海水系配管（耐震Ｓクラス）
：原子炉補機海水系放水配管（耐震Ｃクラス）
：高圧炉心スプレイ補機海水系放水配管（耐震Ｃクラス）
：タービン補機海水系配管（耐震Ｃクラス）
：循環水系配管（耐震Ｃクラス）（点線部は埋設配管を示す）
：除じん配管（耐震Ｃクラス）
：液体廃棄物処理系配管（耐震Ｃクラス）

，

【凡例】

循環水ポンプ ＥＬ.＋8.8m

ＥＬ.＋8.5m

ＥＬ.＋1.1m

タービン補機海水ポンプ
ＥＬ.＋4.0m

ＥＬ.＋0.4m

ＥＬ.＋11.3mＥＬ.＋10.8m

取水槽
循環水ポンプエリア

取水槽
海水ポンプエリア

取水槽
除じん機エリアタービン建物

タービン建物

浸水水位

ＥＬ．＋4.8m

浸水防護重点範囲

耐震Ｓクラスとする範囲

取水槽除じん機エリア水密扉

取水槽除じん機エリア防水壁

取水槽海水ポンプエリア防水壁

（内部溢水対策）
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【別紙６】漂流物調査範囲の妥当性 

漂流物調査範囲の設定（1/2） 

先行炉の設定方法 
ⅰ）継続時間×津波流速×２＋裕度 
ⅱ）継続時間×津波流速＋裕度 
ⅲ）（１波目の押波継続時間＋２波目の押波継続時間）×津波流速
＋裕度 
島根２号炉への適用 
ⅰ) 240秒×1.8m/s×2＋裕度＝900m＋裕度 
ⅱ) 240秒×1.8m/s+裕度＝450m＋裕度 
ⅲ）（240秒+200秒）×1.8m/s+裕度＝800m＋裕度 
※島根２号炉においては，ⅰ）の設定方法を採用 

 漂流物調査の範囲の設定については，以下のとおり，先行炉と同様な設定方法を用いて検討している。 
   なお，島根２号炉は津波の周期が短いため，漂流物移動量は先行炉と比べ，短い結果となっている。 
 発電所方向に向かう流れの継続時間とその最大流速の積を基準津波１波による漂流物の移動量とした。 
 基準津波１波による漂流物の移動量は，引き波による反対方向の流れを考慮せず，寄せ波の２波分が１
波と同様な条件（最大継続時間とその最大流速）で押し寄せると仮定し２倍し，地点１における移動量を
900m，地点13における移動量を640mと算定（次頁参照）。 

 漂流物の移動量は900mとなるが，保守的に半径5kmの範囲を漂流物調査の範囲とする。 

漂流物調査範囲 
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1.8m/s1.6m/s

地点13

基準津波による流向・流速時刻歴波形（地点13） 

地点１3 ① ② ③ ④ 

継続時間(s) 181 150 97 31 

流速(m/s) 1.6 1.8 2.0 2.2 

移動量(m) 290 270 194 69 

地点13における１波による移動量 

①における継続時間を保守的に200秒とし，１波による移動量を約
320mと算定。 

基準津波による流向・流速時刻歴波形（地点１） 

地点１ ① ② ③ ④ 

継続時間(s) 185 222 193 98 

流速(m/s) 1.2 1.8 1.6 2.2 

移動量(m) 222 400 309 216 

地点１における１波による移動量 

②における継続時間を保守的に240秒(4分）とし，１波による移動
量を約450mと算定。 

【別紙６】漂流物調査範囲の妥当性 

漂流物調査範囲の設定（2/2） 
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【別添】島根原子力発電所２号炉 
     新規制基準への適合のための対応状況（第５条：津波による損傷の防止）（1/57） 
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【別添】島根原子力発電所２号炉 
     新規制基準への適合のための対応状況（第５条：津波による損傷の防止）（2/57） 
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【別添】島根原子力発電所２号炉 
     新規制基準への適合のための対応状況（第５条：津波による損傷の防止）（3/57） 
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【別添】島根原子力発電所２号炉 
     新規制基準への適合のための対応状況（第５条：津波による損傷の防止）（4/57） 
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【別添】島根原子力発電所２号炉 
     新規制基準への適合のための対応状況（第５条：津波による損傷の防止）（5/57） 
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【別添】島根原子力発電所２号炉 
     新規制基準への適合のための対応状況（第５条：津波による損傷の防止）（6/57） 
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【別添】島根原子力発電所２号炉 
     新規制基準への適合のための対応状況（第５条：津波による損傷の防止）（７/57） 
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【別添】島根原子力発電所２号炉 
     新規制基準への適合のための対応状況（第５条：津波による損傷の防止）（８/57） 
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【別添】島根原子力発電所２号炉 
     新規制基準への適合のための対応状況（第５条：津波による損傷の防止）（９/57） 
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【別添】島根原子力発電所２号炉 
     新規制基準への適合のための対応状況（第５条：津波による損傷の防止）（10/57） 
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【別添】島根原子力発電所２号炉 
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【別添】島根原子力発電所２号炉 
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【別添】島根原子力発電所２号炉 
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【別添】島根原子力発電所２号炉 
     新規制基準への適合のための対応状況（第５条：津波による損傷の防止）（14/57） 



別添-15  
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【別添】島根原子力発電所２号炉 
     新規制基準への適合のための対応状況（第５条：津波による損傷の防止）（16/57） 
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【別添】島根原子力発電所２号炉 
     新規制基準への適合のための対応状況（第５条：津波による損傷の防止）（17/57） 
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【別添】島根原子力発電所２号炉 
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【別添】島根原子力発電所２号炉 
     新規制基準への適合のための対応状況（第５条：津波による損傷の防止）（19/57） 
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【別添】島根原子力発電所２号炉 
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【別添】島根原子力発電所２号炉 
     新規制基準への適合のための対応状況（第５条：津波による損傷の防止）（21/57） 
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【別添】島根原子力発電所２号炉 
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【別添】島根原子力発電所２号炉 
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【別添】島根原子力発電所２号炉 
     新規制基準への適合のための対応状況（第５条：津波による損傷の防止）（25/57） 
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【別添】島根原子力発電所２号炉 
     新規制基準への適合のための対応状況（第５条：津波による損傷の防止）（26/57） 
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【別添】島根原子力発電所２号炉 
     新規制基準への適合のための対応状況（第５条：津波による損傷の防止）（27/57） 



別添-28  

 

 

 
  

 

 

 

 

 
  

 

【別添】島根原子力発電所２号炉 
     新規制基準への適合のための対応状況（第５条：津波による損傷の防止）（28/57） 
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【別添】島根原子力発電所２号炉 
     新規制基準への適合のための対応状況（第５条：津波による損傷の防止）（29/57） 
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【別添】島根原子力発電所２号炉 
     新規制基準への適合のための対応状況（第５条：津波による損傷の防止）（30/57） 
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【別添】島根原子力発電所２号炉 
     新規制基準への適合のための対応状況（第５条：津波による損傷の防止）（31/57） 
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【別添】島根原子力発電所２号炉 
     新規制基準への適合のための対応状況（第５条：津波による損傷の防止）（32/57） 
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【別添】島根原子力発電所２号炉 
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【別添】島根原子力発電所２号炉 
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